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記入日：令和３年 ２月 ８日 

令和３年度 特別養護老人ホーム すずらんﾕﾆｯﾄ運営計画書 

 

              ～私たちは、地域に信頼されるべき存在であり続けます～ 

 

中期経営計画目標    ：“ＫＡＩＧＯ × テクノロジー” 

(2020.4-2023.3)    ～超高齢化社会・生産年齢人口急減社会にあっても、地域の皆様に高品質のサービスをお届けするために～ 

法人事業計画目標    ：予測できない時代だからこそ...突き抜けるくらいまでやってみよう！ 

 

ﾕﾆｯﾄ運営計画目標：LIFE～いい人生だった。と最期に思える手伝いをしよう。 

 

                      行 動 計 画 表     (期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日) 

区分 項目 ねらい 手順 
具体的行動計画（実践をするために何をするか） 

実施結果と今後の展望 
誰が 誰に対して 何を どのように いつまでに 

１ ① ⑤ 老人福祉法 33 条・法人理

念を理解することで、ﾕﾆ

ｯﾄ内のｽﾀｯﾌが同じ方向を

向くことができる 

説明 

実施 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 

 

老 人 福 祉

法・法人理

念の理解 

ﾕﾆｯﾄ会議にて法人理念の暗

唱､老人福祉法の復唱 

毎月  

２ ⑧ ⑨

⑩ 

ｺﾛﾅ禍においても健康で

その人らしい生活を営ん

ｽﾃﾞｰﾀだく 

計画 生活相談員 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 居 室 の 設

え 

感染症対策の際に、居室内で

生活してもらう際に必要な

ものの洗い出し 

入居者の状態に合った設え

を考える 

９月  

施設長 ﾌﾛｱﾘｰﾀﾞｰ 作成者 
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説明 生活相談員 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 

家族 

居室の設え 感染症対策の際に、居室内で

過ごすことが増えるため、ﾃ

ｰﾌﾞﾙや椅子､ﾃﾚﾋﾞなどを準備

してもらうよう伝える 

９月  

実施 

評価 

改善 

生活相談員 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 居室の設え 居室内の環境が、入居者の状

態に合ったものになってい

るか 3 ヶ月毎に確認してい

く 

通年  

４ ④ 毎月会議を開催すること

でｹｱの統一が図れる 

計画 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ ﾕﾆｯﾄ会議 決まった日時を決め、会議の

日を発信しておく 

参加できないｽﾀｯﾌは Web で

の参加を促す 

第 1 日曜､14 時をすずらんﾕ

ﾆｯﾄ会議とする 

４月  

実施 

評価 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ ﾕﾆｯﾄ会議 会議内でｹｱの見直し点を各

居室担当より提案し、発信す

る 

通年  

その他① 生活援助のｽﾀｯﾌが行える

軽介護を決めて、ｹｱﾜｰｶｰ

の介護の専門性を高める 

計画 

説明 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 

生活援助のｽ

ﾀｯﾌ 

軽介護 生活援助のｽﾀｯﾌとの話し合

いのもとで、可能な軽介護に

ついて説明する 

４月  

実施 

評価 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活援助のｽ

ﾀｯﾌ 

軽介護 生活援助のｽﾀｯﾌに軽介護を

してもらい、負担や不安がな

いか定期的に聞き取る 

通年  

その他② 認知症の調査を実施し、

その方に合ったｹｱ方法を

実施できる 

説明 

 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 認 知 症 の

調査 

HDS-R､DBD-13､NPI-NH の調

査方法の説明 

４月  

調査 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 認 知 症 の

調査 

調査の実施 ５月  
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実施 

評価 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 認知症ｹｱ 調査から見えてくるそれぞ

れの認知症に対して、対応方

法を検討する 

24 時間プランに落とし込む 

６月  

その他③ 非装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯ

ﾄ”SASUKE”を活用しｽﾀｯ

ﾌの負担軽減につなげる 

準備 

研修 

説明 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ SASUKE の

使用方法 

事前、事後ｱﾝｹｰﾄの実施 

SASUKE の研修を受ける 

参加できないｽﾀｯﾌには後日、

参加ｽﾀｯﾌからﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする 

2 月～3 月中  

計画 

実施 

評価 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 入居者 対象者を決め、活用する。 

管理方法、保管場所を発信し

ておく 

４月  

その他④ 身体拘束、虐待をさせな

い環境づくりを行う 

計画 

実施 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 身体拘束、

虐待防止 

年 2 回の勉強会の実施 

Web 研修への参加 

６月．１２月 

 

 

その他⑤ 口腔ｹｱを正しい方法でお

こなうことで健康に過ご

せる 

計画 

実施 

ｹｱﾜｰｶｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

口腔ｹｱ 月 2 回の歯科衛生士からの

研修に参加する 

参加ｽﾀｯﾌが､ﾕﾆｯﾄ内のｽﾀｯﾌに

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする 

通年  

その他⑥ 排せつ支援計画書に基づ

いたｹｱをしていくことで

排泄ｹｱの不快感をなくし

ていく 

計画 

説明 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 排 せ つ 支

援計画書 

排せつ支援計画書についてﾕ

ﾆｯﾄ会議で説明する 

４月  

実施 

評価 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

医務係 

機能訓練

指導員 

入居者 排 せ つ 支

援 

排せつ支援計画の実施､評

価､改善 

通年  

その他⑦ LIFE（旧 CHASE）に取り組

む 

説明 特養主任 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ LIFE LIFE の仕組みや意味を発信

する 

ﾃﾞｰﾀの入力方法の説明 

４月  
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実施 ｹｱﾜｰｶｰ  LIFE ｽﾃﾞｰﾀの入力 通年  

改善 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸされたｽﾃﾞｰﾀを確

認しｹｱに反映する 

通年  

 


